意見具申　追記（案）

③大阪府立成城高等学校校舎棟改築事業
特別校舎棟は、昭和35年の建築（昭和38，39年に３階部分を増築）で、築後54年が経過し、現行の建築基準法の耐震性能を満たしていないため、建替えを行う事業である。
建物の構造は、鉄筋コンクリート造３階建て、延べ床面積約3,821㎡、総事業費は約23億円で、平成29年度の完成を予定している。
審議では、以下のことを確認した。
高校の再編整備が行われている中で、成城高校の位置づけや、建替え後の将来的な利用見通しについて説明を求めた。
これに対し、平成25年３月に策定した「府立高等学校再編整備方針」で、学校の特色、地域の特性、志願状況等を踏まえて配置のあり方を検討することとしているとの説明を受けた。また、同年11月に策定した「大阪府立高等学校・大阪市立高等学校再編整備計画」において、平成30年度までに府立・市立合わせて７校程度の募集停止を行うこととしたが、成城高校はこの７校には含まれていないとのことであった。
さらに、平成28年度からは、エンパワメントスクール（社会人として必要な「基礎学力」「考える力」「生き抜く力」を身に着ける学校）として改編し学校運営を継続していくとのことであった。
同校の平成26年の応募倍率は、同校と同様の総合学科の平均倍率1.19倍に対し1.47倍と高倍率となっていることや、同校の通学者の約６割を占める大阪市の人口も増加傾向であることから、当面志願者数が多い状況は続くと予測されるとの説明を受けた。
こうした説明を受け、エンパワメントスクールへの改編後も、３階建ての特別教室棟が必要なのか確認したところ、５系列からなる総合学科として運営していくことに変わりはなく、他棟への集約等により現校舎と比べて面積は一定減少するが、３階建ての特別教室棟が必要であるとの説明を受けた。
また、現校舎の耐震改修ではなく、建替えにより耐震化を図る理由について説明を求めた。
これに対し、以下の説明を受けた。
耐震改修を行う場合、現校舎の３階部分は、軽量コンクリートの強度不足から不可能であるため、３階部分を撤去し、新たに不足する面積分を別の敷地に建設する必要があることや、１，２階部分には多数の壁を設ける必要があり、学校の教育活動に支障が生じるおそれがあること、また、本校舎は築54年を経過し、老朽化が進んでいることから、大規模改修を行った場合においても、長期的な使用は難しいとのことであった。
また、吹田東高等学校と同様に、将来発生する建替え費用を含めて、建替えと耐震改修に係る費用を算定し、現在価値に換算して比較したところ、耐震改修する場合（約26億円）よりも建替えする場合（約25億円）の方が経費を縮減できることからも、建替えが最適であるとの説明を受けた。
